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附

則

（
適
用
時
期
）

第
一
条

こ
の
告
示
は
、
平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

（
信
用
リ
ス
ク
に
係
る
旧
所
要
自
己
資
本
の
額
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
条

平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日
前
に
先
進
的
内
部
格
付
手
法
の
採
用
に
つ
い
て
承
認
を
受
け
た
金
庫
が
、
同
日
の
直

前
ま
で
、
こ
の
告
示
に
よ
る
改
正
前
の
労
働
金
庫
法
第
九
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
銀
行
法
第
十
四
条
の
二
の
規

定
に
基
づ
き
、
労
働
金
庫
及
び
労
働
金
庫
連
合
会
が
そ
の
保
有
す
る
資
産
等
に
照
ら
し
自
己
資
本
の
充
実
の
状
況
が
適
当
で

あ
る
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
た
め
の
基
準
（
次
条
に
お
い
て
「
旧
告
示
」
と
い
う
。
）
第
十
条
第
四
項
及
び
第
十
八
条
第
四

項
の
規
定
に
よ
り
、
信
用
リ
ス
ク
に
係
る
旧
所
要
自
己
資
本
の
額
を
算
出
に
す
る
当
た
り
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
規
定
す
る
内

部
格
付
手
法
の
使
用
を
開
始
し
た
日
の
直
前
に
用
い
て
い
た
手
法
と
し
て
基
礎
的
内
部
格
付
手
法
を
用
い
て
い
る
場
合
に
は

、
こ
の
告
示
に
よ
る
改
正
後
の
労
働
金
庫
法
第
九
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
銀
行
法
第
十
四
条
の
二
の
規
定
に
基

づ
き
、
労
働
金
庫
及
び
労
働
金
庫
連
合
会
が
そ
の
保
有
す
る
資
産
等
に
照
ら
し
自
己
資
本
の
充
実
の
状
況
が
適
当
で
あ
る
か

ど
う
か
を
判
断
す
る
た
め
の
基
準
（
次
条
及
び
第
四
条
に
お
い
て
「
新
告
示
」
と
い
う
。
）
第
十
条
第
四
項
及
び
第
十
八
条
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第
四
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
金
庫
を
標
準
的
手
法
採
用
金
庫
と
み
な
し
て
第
六

章
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
判
定
さ
れ
た
手
法
と
し
」
と
あ
る
の
は
、
「
金
庫
を
基
礎
的
内
部
格
付
手
法
採
用
金
庫
と
み
な

し
て
第
六
章
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
判
定
さ
れ
た
手
法
（
同
章
第
二
節
第
二
款
第
四
目
に
規
定
す
る
内
部
評
価
方
式
を
除

く
。
）
と
し
」
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
証
券
化
エ
ク
ス
ポ
ー
ジ
ャ
ー
の
経
過
措
置
）

第
三
条

金
庫
の
う
ち
、
内
部
モ
デ
ル
方
式
採
用
金
庫
及
び
先
進
的
計
測
手
法
採
用
金
庫
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
標
準
的

手
法
採
用
金
庫
に
あ
っ
て
は
、
こ
の
告
示
の
適
用
の
日
（
以
下
「
適
用
日
」
と
い
う
。
）
か
ら
起
算
し
て
三
年
を
経
過
す
る

日
ま
で
の
間
は
、
新
告
示
に
よ
り
算
出
さ
れ
る
証
券
化
エ
ク
ス
ポ
ー
ジ
ャ
ー
に
係
る
信
用
リ
ス
ク
・
ア
セ
ッ
ト
の
額
の
合
計

額
が
旧
告
示
に
よ
り
算
出
さ
れ
る
証
券
化
エ
ク
ス
ポ
ー
ジ
ャ
ー
に
係
る
信
用
リ
ス
ク
・
ア
セ
ッ
ト
の
額
の
合
計
額
を
上
回
る

場
合
に
は
、
新
告
示
に
よ
り
算
出
さ
れ
る
証
券
化
エ
ク
ス
ポ
ー
ジ
ャ
ー
に
係
る
信
用
リ
ス
ク
・
ア
セ
ッ
ト
の
額
の
合
計
額
に

か
か
わ
ら
ず
、
旧
告
示
に
よ
り
算
出
さ
れ
る
証
券
化
エ
ク
ス
ポ
ー
ジ
ャ
ー
に
係
る
信
用
リ
ス
ク
・
ア
セ
ッ
ト
の
額
の
合
計
額

に
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
期
間
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
上
回
る
額
に
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額
を
加

え
た
額
を
、
自
己
資
本
比
率
の
算
式
の
分
母
に
お
け
る
信
用
リ
ス
ク
・
ア
セ
ッ
ト
の
額
の
合
計
額
の
う
ち
証
券
化
エ
ク
ス
ポ
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ー
ジ
ャ
ー
に
係
る
部
分
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

適
用
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
期
間

二
十
五
パ
ー
セ
ン
ト

平
成
三
十
二
年
三
月
三
十
一
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
期
間

五
十
パ
ー
セ
ン
ト

平
成
三
十
三
年
三
月
三
十
一
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
期
間

七
十
五
パ
ー
セ
ン
ト

２

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
適
用
日
か
ら
起
算
し
て
三
年
を
経
過
す
る
日
前
に
、
新
告
示
に
よ
り
算
出
さ
れ
る
証
券
化
エ
ク

ス
ポ
ー
ジ
ャ
ー
に
係
る
信
用
リ
ス
ク
・
ア
セ
ッ
ト
の
額
の
合
計
額
が
旧
告
示
に
よ
り
算
出
さ
れ
る
証
券
化
エ
ク
ス
ポ
ー
ジ
ャ

ー
に
係
る
信
用
リ
ス
ク
・
ア
セ
ッ
ト
の
額
の
合
計
額
を
上
回
る
状
況
が
解
消
さ
れ
た
と
き
に
は
、
当
該
解
消
さ
れ
た
日
以
後

は
、
同
項
の
規
定
は
適
用
し
な
い
も
の
と
す
る
。

３

標
準
的
手
法
採
用
金
庫
が
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
場
合
又
は
そ
の
適
用
を
中
止
す
る
場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め
そ
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の
旨
を
金
融
庁
長
官
及
び
厚
生
労
働
大
臣
に
届
け
出
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
同
項
の
規
定
の
適
用
を
中
止
す
る
旨
を
届

け
出
た
標
準
的
手
法
採
用
金
庫
は
、
そ
の
届
出
の
日
以
後
は
、
同
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
旨
を
届
け
出
る
こ
と
は
で
き

な
い
も
の
と
す
る
。

（
リ
ス
ク
リ
テ
ン
シ
ョ
ン
に
係
る
経
過
措
置
）

第
四
条

金
庫
が
適
用
日
に
お
い
て
保
有
す
る
証
券
化
商
品
に
係
る
証
券
化
エ
ク
ス
ポ
ー
ジ
ャ
ー
の
リ
ス
ク
・
ウ
ェ
イ
ト
に
つ

い
て
は
、
当
該
金
庫
が
そ
の
保
有
を
継
続
し
て
い
る
場
合
に
限
り
、
新
告
示
第
二
百
二
十
四
条
第
三
項
の
規
定
は
、
適
用
し

な
い
。

（
労
働
金
庫
法
第
九
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
銀
行
法
第
十
四
条
の
二
の
規
定
に
基
づ
き
、
労
働
金
庫
及
び
労
働

金
庫
連
合
会
が
そ
の
保
有
す
る
資
産
等
に
照
ら
し
自
己
資
本
の
充
実
の
状
況
が
適
当
で
あ
る
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
た
め
の

基
準
及
び
労
働
金
庫
法
施
行
令
第
五
条
第
十
二
項
第
四
号
並
び
に
労
働
金
庫
法
施
行
規
則
第
九
十
五
条
の
五
第
二
項
、
第
九

十
六
条
第
二
項
及
び
第
四
項
、
第
九
十
七
条
第
一
項
並
び
に
第
九
十
九
条
第
一
号
及
び
第
二
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
合
算
関

連
法
人
等
か
ら
除
か
れ
る
者
と
し
て
金
融
庁
長
官
及
び
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
者
等
を
定
め
る
件
の
一
部
を
改
正
す
る
件

の
一
部
改
正
）
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第
五
条

労
働
金
庫
法
第
九
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
銀
行
法
第
十
四
条
の
二
の
規
定
に
基
づ
き
、
労
働
金
庫
及
び

労
働
金
庫
連
合
会
が
そ
の
保
有
す
る
資
産
等
に
照
ら
し
自
己
資
本
の
充
実
の
状
況
が
適
当
で
あ
る
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
た

め
の
基
準
及
び
労
働
金
庫
法
施
行
令
第
五
条
第
十
二
項
第
四
号
並
び
に
労
働
金
庫
法
施
行
規
則
第
九
十
五
条
の
五
第
二
項
、

第
九
十
六
条
第
二
項
及
び
第
四
項
、
第
九
十
七
条
第
一
項
並
び
に
第
九
十
九
条
第
一
号
及
び
第
二
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
合

算
関
連
法
人
等
か
ら
除
か
れ
る
者
と
し
て
金
融
庁
長
官
及
び
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
者
等
を
定
め
る
件
の
一
部
を
改
正
す

金

融

庁

る
件
（
平
成
三
十
年

告
示
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

厚
生
労
働
省

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
又
は
破
線
で
囲
ん
だ
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後

欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
又
は
破
線
で
囲
ん
だ
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。

【
別
葉
を
挿
入
】



改

正

後

改

正

前

附

則

附

則

（
派
生
商
品
取
引
及
び
長
期
決
済
期
間
取
引
の
与
信
相
当
額
の
算
出
に
係
る
経

（
派
生
商
品
取
引
及
び
長
期
決
済
期
間
取
引
の
与
信
相
当
額
の
算
出
に
係
る
経

過
措
置
）

過
措
置
）

第
二
条

当
分
の
間
、
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
労
働
金
庫
法
第
九
十

第
二
条

当
分
の
間
、
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
労
働
金
庫
法
第
九
十

四
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
銀
行
法
第
十
四
条
の
二
の
規
定
に
基
づ
き

四
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
銀
行
法
第
十
四
条
の
二
の
規
定
に
基
づ
き

、
労
働
金
庫
及
び
労
働
金
庫
連
合
会
が
そ
の
保
有
す
る
資
産
等
に
照
ら
し
自

、
労
働
金
庫
及
び
労
働
金
庫
連
合
会
が
そ
の
保
有
す
る
資
産
等
に
照
ら
し
自

己
資
本
の
充
実
の
状
況
が
適
当
で
あ
る
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
た
め
の
基
準

己
資
本
の
充
実
の
状
況
が
適
当
で
あ
る
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
た
め
の
基
準

（
以
下
「
新
告
示
」
と
い
う
。
）
第
五
十
条
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
百
三

（
以
下
「
新
告
示
」
と
い
う
。
）
第
五
十
条
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
百
三

十
二
条
第
六
項
、
第
百
四
十
条
第
四
項
並
び
に
第
二
百
四
十
六
条
の
六
第
一

十
二
条
第
五
項
、
第
百
四
十
条
第
五
項
、
第
二
百
三
十
六
条
第
二
項
並
び
に

項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
規
定
中
同
表
の

第
二
百
四
十
六
条
の
六
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
次
の
表
の
上

中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
読
み
替
え
る
も
の

欄
に
掲
げ
る
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
同
表
の
下
欄
に
掲
げ

と
す
る
。

る
字
句
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

［
略
］

［
同
上
］

第
百
三
十
二
条
第
六
項

［
略
］

［
略
］

第
百
三
十
二
条
第
五
項

［
同
上
］

［
同
上
］

第
百
四
十
条
第
四
項

［
略
］

［
略
］

第
百
四
十
条
第
五
項

［
同
上
］

［
同
上
］

【
別
葉
】



第
二
百
四
十
六
条
の
六
第

同
章
（
第
五
十
条
第
二

同
章
の
規
定
中

第
二
百
三
十
六
条
第
二
項

第
五
十
条
（
第
二
項
及

第
五
十
条
か
ら
第
五
十

一
項

項
及
び
第
三
項
を
除
く

び
第
三
項
を
除
く
。
）

三
条
ま
で
の
規
定
を
準

。
）
の
規
定
中

か
ら
第
五
十
二
条
の
六

用
す
る
。
こ
の
場
合
に

ま
で
の
規
定
を
準
用
す

お
い
て
、
「
標
準
的
手

る
。
こ
の
場
合
に
お
い

法
採
用
金
庫
」
と
あ
る

て
、
こ
れ
ら
の
規
定
中

の
は
「
内
部
格
付
手
法

「
標
準
的
手
法
採
用
金

採
用
金
庫
」
と
読
み
替

庫
」
と
あ
る
の
は
「
内

え
る
も
の
と
す
る
。

部
格
付
手
法
採
用
金
庫

」
と
、
第
五
十
条
第
四

項
中
「
前
三
項
」
と
あ

る
の
は
「
第
一
項
」
と

読
み
替
え
る
も
の
と
す

る
。

第
二
百
四
十
六
条
の
六
第

同
章
（
第
五
十
条
第
二

同
章
の
規
定
中

一
項

項
及
び
第
三
項
を
除
く

。
）
の
規
定
中

［
２
・
３

略
］

［
２
・
３

同
上
］

備
考

表
中
の
［

］
の
記
載
は
注
記
で
あ
る
。

【
別
葉
】



【
別
葉
】


